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黙想：聖シモン聖ユ
ダ使徒（10月28日）

黙想のテーマ：「主の熱愛者
シモン」「ユダ・タダイの質
問」「愛の全面的な自由」

主の熱愛者シモン

ユダ・タダイの質問

愛の全面的な自由

今日は使徒聖シモンと聖ユダの祝日
です。二人を一緒に祝うのは、新約
聖書で12使徒を列挙する時に、いつ



も一緒だからです。さらに、幾つか
の古い言い伝えによると、二人はメ
ソポタミアで宣教し、殉教したこと
になっています。これは、チグリス
川とユーフラテス川の間にある近東
の地方で、現在のイラクとシリアの
ある地域と重なります。

聖ルカの福音書は、シモンが「熱心
党」（ルカ6･15）と呼ばれたと言っ
ています。ヘブライ語で文字通り
「熱心な」「熱狂的な」と言う意味
があります。また、ある運動に携
わったり共鳴したりしている人を指
すこともあります。当時、イスラエ
ルを支配していたローマ帝国に反対
して、税の未払いを奨励したり、さ
まざまな抗議活動をしたりすること
が流行していました。シモンが、こ
のグループと同じ考えを持っていた
ことは確かでしょう。その添え名が
示すように、彼は「ユダヤ人である
ことに対する──それゆえ、神と、
その民と、神の律法に対する──激



しい熱情を性格としていたことは、
極めてあり得ることです。そうだと
すれば、シモンはマタイと対極をな
す人物でした。マタイは、シモンと
反対に、徴税人として、完全に汚れ
た活動に従事していたからです。こ
れは、イエスがその弟子や協力者
を、だれをも除外することなしに、
さまざまな社会的・宗教的階層から
招いたことを示す、はっきりとした
しるしです。イエスの関心は、民に
向けられていたのであって、社会的
階層や評価には向けられていません
でした」[1]。

使徒たちは、お互いの違いを超え
て、共に生きることを知っていまし
た。イエスを中心にして、主におい
て一致することができたからです。
「このことは、わたしたちにもはっ
きりとした教訓になります。わたし
たちはしばしば、違いや、場合に
よって対立を強調しがちです。そし
て、イエス・キリストのうちに、争



いを和解させるための力がわたした
ちに与えられていることを忘れてし
まいます」[2]。それゆえ、属人区長
はキリスト信者としての兄弟愛の実
行を勧めるのです。それは、互いの
違いを認識したときに起こり得る差
別を避けさせます。実際に、度々こ
の多様性は、性格や感受性、趣味な
どの豊かさを示します。聖シモンの
姿は、自然な好感や嫌悪感を越えて
他者を愛することができることを示
しています。私たちもお互いに、固
く一致している家族の一員として理
解し合い、交わる、真の兄弟とし
て、愛し合います[3]。

聖ユダには、「寛大な」を意味する
タダイと言う呼び名があります。最
後の晩餐で、イエスに「主よ、わた
したちには御自分を現わそうとなさ
るのに、世にはそうなさらないの



は、なぜでしょうか」（ヨハネ14･
22）と尋ねた使徒です。今日は私た
ちもこの問題を提起できるのではな
いでしょうか。なぜ主は、ご自分の
復活を大々的な形で表されなかった
のでしょうか。なぜ、敵対者たちに
対して、ご自分の勝利者としての態
度を示されなかったのでしょうか。
弟子たちの中から、ごく少数の人だ
けを復活の証人として選ばれたの
は、なぜでしょうか。

イエスの答えは、最初、当惑させら
れるようなことに思えますが、私た
ちに神と人との関わりの神秘を考え
させてくれます。主の死と復活のよ
り深い意味についても。「わたしを
愛する人は、わたしの言葉を守る。
わたしの父はその人を愛され、父と
わたしとはその人のところに行き、
一緒に住む」（ヨハネ14･23）。反
対に「わたしを愛さない者は、わた
しの言葉を守らない」（ヨハネ14･
24）と続けられます。「これは、神



が私たちの内にお住まいになれるよ
うに、復活した方を心で見、受け入
れなければならないということで
す。主は、物事のように現れるので
はありません。主は、私たちの生活
に入り込もうと望まれます。それに
は、開かれた心が前提となります。
ただこうしてのみ復活された方を見
るのです」[4]。

時々、イエスがもっと分かりやすい
方法で、あるいは私たちの生活に直
接、働きかけてくださったら良いの
にと思うことがあるでしょう。例え
ば、世界史に刻まれるような偉大な
出来事のように。事実、そのように
なさることもできるでしょう。地上
でのご生活中にあったように。しか
しながら、それは神に相応しいこと
ではありません。私たちのために死
んでよみがえったイエス・キリスト
は、光り輝きながらも控えめなお姿
を示し、私たちの感受性、自己を開
き主を認識する力に問いかけられま



す。その全てにおいて、イエスはご
自身の慈愛の王国を拡大するため
に、私たちに助けの手を差し伸べて
下さいます。こうして、主は「神の
子である私たちの心を統治したいと
切望しておられます。けれども、人
間の統治を想像してはなりません。
キリストは支配することも強制する
こともお望みではありません。キリ
ストが来られたのは『仕えられるた
めではなく、仕えるため』であった
からです。キリストの王国とは平
和・よろこび・正義のことです。王
であるキリストは、無駄な理屈では
なく、私たちの行ないを待っておら
れます。『私に向かって、主よ、主
よという人がみな天国に入るのでは
ない、天に在す父のみ旨を果たした
人が入る』と仰せになられたからで
す」[5]。



伝統的に、タダイと呼ばれるユダ
は、新約聖書にある書簡の一つの著
者と考えられています。それは、あ
る特定の地域だけではなく、全信者
に宛てられた公同書簡と呼ばれるも
のの一つです。ユダはそれを「父で
ある神に愛され、イエス・キリスト
に守られている人たち」（ユダ1･
1）宛に送っています。あいさつの
後で、キリスト信者たちに、分裂を
起こしかねない、教会の中の倫理
的・教義的な逸脱に警戒するよう促
しています。その様な問題の多く
は、「わたしたちの神の恵みをみだ
らな楽しみに」（ユダ1･4）変え
る、誤ったキリスト教的自由の解釈
から引き起されたものです。

「自分のしたいことをするという利
己的な自由は自由ではありません。
ただ自分の中で完結するだけで、何
の実りももたらさないからです。わ
たしたちはキリストの愛によって自
由にされたのであり、その愛が最悪



の隷属状態あるエゴからわたしたち
を解放したのです。ですから自由は
愛によって育まれるのです。しかし
気を付けてください。その愛とは独
りよがりの愛、テレビドラマ的な愛
ではありませんし、単に自分に都合
の良いこと、好きなものを求める情
欲でもありません。そうではなく、
キリストに見られる愛、いつくしみ
です。これこそが真に自由で開放を
もたらす愛です」[6]。ですから、聖
ユダは、神の愛に留まるようキリス
ト信者を励まして手紙を終えていま
す（ユダ1･20参照）。つまり、イエ
スのようにいつも、他者に奉仕し、
寛大に献身しながら過ごすようにと
言うことです。というのも、いのち
を捧げ、「愛に動かされて、自ら進
んで自由に死を」[7] 受け入れること
を、主から学んだからです。

聖ホセマリアは「自由が本当の意味
をもつのは、救いをもたらす真理を
得るために使うとき、あらゆる種類



の奴隷状態から解き放つ、神の無限
の愛を、疲れをいとわず求める時な
のです」[8] と言っています。このよ
うにシモンとユダも生きたのです。
彼らは、キリストと共に、兄弟たち
への奉仕を熱心に続ける生活は、私
たちを幸せにすることを示していま
す。聖マリアは、私たちが神の子の
自由のうちに過ごせるよう助けて下
さいます。
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